
地域医療構想の推進について
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医療機関ごとの具体的対応方針について（一般病床・療養病床）

（「地域医療構想の推進に関する意向調査」令和４年度、令和６年度及び令和７年度調査結果より）

現状 具体的対応方針

令和７年（2025年）の機能別の病床数 令和９年（2027年）の機能別の病床数 将来（令和９年に）自院が持つべき診療機能
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現状と
R7年度
の病床
機能別
病床数
が一致

現状と
R9年度
の病床
機能別
病床数
が一致

病院 産婦人科・小児科三井病院 0 41 0 0 0 41 0 41 0 0 0 0 41 41 0 25 0 0 0 0 25 25 ◎ ◎ ○ 〇 未

病院 鶴岡協立リハビリテーション病院 0 0 104 52 0 156 0 0 104 52 0 0 156 156 0 0 104 52 0 0 156 156 ◎ ○
現在の役割と大きく変わらない見
込み

◎ 〇 〇

病院 ○ 鶴岡市立荘内病院 108 353 10 0 50 521 108 353 10 0 50 0 521 521 108 353 10 0 50 0 521 521 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇

病院 鶴岡協立病院 0 0 114 46 0 160 0 0 114 46 0 0 160 160 0 0 114 46 0 0 160 160 ◎ ○ ○

在宅医療や高齢者医療に力を入
れていきます。
地域包括ケア医療の中心的役割を
担っていきます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

病院 ○
鶴岡市立湯田川温泉リハビリテー
ション病院

0 0 120 0 0 120 0 0 120 0 0 0 120 120 0 0 120 0 0 0 120 120 ○ ◎
②については、在宅患者の後方支
援機能に限る

◎ ○ 〇 〇

病院 ○ 日本海酒田リハビリテーション病院 0 0 79 35 0 114 0 0 79 35 0 0 114 114 0 0 79 35 0 0 114 114 ◎ ○
日本海総合病院の後方支援病院
として長期のリハビリや療養が必
要な患者を受け入れる。

○ ◎ ○ 〇 〇

病院 医療法人　本間病院 0 54 54 50 0 158 0 33 75 50 0 0 158 158 0 33 95 30 0 0 158 158 ◎ ○ ○ ○
地域包括ケア病床を増やしていき
ます。在宅療養支援病院としても
役割を強化していきます。

○ ○ ○ ○ ○ 未 未

病院 ○
地方独立行政法人山形県・酒田市
病院機構 日本海総合病院

171 415 0 0 0 586 171 415 0 0 0 0 586 586 171 415 0 0 0 0 586 586 ◎ ○

三次医療救急を担う救命救急セン
ターを設置しており、重症患者の救
急受入や、高度・専門的な手術・治
療等を担っているとともに、併せ
て、入院救急医療、初期救急医療
も担っているため。

◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 〇 〇

病院 医療法人社団愛陽会　三川病院 0 0 0 50 0 50 0 0 0 50 0 0 50 50 0 0 0 50 0 0 50 50 ○ ○ ◎
令和6年3月より医療療養病床48床
を介護医療院へ移行済み

○ ○ ○ ○ ◎ ○ 〇 〇

病院 医療法人徳洲会　庄内余目病院 0 160 85 37 42 324 0 202 85 37 0 0 324 324 0 202 85 37 0 0 324 324 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ 未 未

病院 順仁堂遊佐病院 0 0 0 74 0 74 0 0 0 74 0 0 74 74 0 0 0 74 0 0 74 74 ○ ○ ◎ ○ 〇 〇

診療所 みやはらクリニック 0 15 0 0 0 15 0 15 0 0 0 0 15 15 0 15 0 0 0 0 15 15 ○ ○ 〇 〇

診療所 真島医院 0 11 0 6 0 17 0 11 0 6 0 0 17 17 0 11 0 6 0 0 17 17 ◎ ○ ○
肛門科のope、大腸がん検診の
精査での入院、その他の検査入
院、療養型（慢性期）の継続

〇 〇

診療所 藤吉内科医院 0 19 0 0 0 19 0 19 0 0 0 0 19 19 0 19 0 0 0 0 19 19 ◎ ○ ○ 〇 〇

診療所 福原医院 0 4 0 0 0 4 0 4 0 0 0 0 4 4 0 4 0 0 0 0 4 4 ◎
眼科診療所のため、眼科関連（特
に白内障手術）以外の入院はない

すべてに対して当院が担うことは
ないと思われる

〇 〇

診療所 丸岡医院 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 4 0 4 4 0 0 0 0 4 0 4 4 ○ 外来医療を引き続き行います ○ ○ ◎ 〇 〇

診療所 医療法人社団　池田内科医院 0 0 2 4 0 6 0 0 2 4 0 0 6 6 0 0 2 4 0 0 6 6 ○ ○
かかりつけ患者の対応必要時の
み

〇 〇

診療所 いちごレディースクリニック 0 12 0 0 0 12 0 12 0 0 0 0 12 12 0 12 0 0 0 0 12 12 ○ ○ 〇 〇

診療所 上田診療所 0 0 0 6 0 6 0 0 0 6 0 0 6 6 0 0 0 0 0 0 0 0 ◎ ○ ○ ◎ 〇 未

診療所 村上医院 0 0 0 0 12 12 0 0 0 0 12 0 12 12 0 0 0 0 12 0 12 12 ○ ○ かかりつけ患者の対応 〇 〇

279 1,084 568 360 108 2,399 279 1,105 589 360 66 0 2,399 2,399 279 1,089 609 334 66 0 2,377 2,377 実施済医療機関数 18 16

208 614 698 551 2,071 208 614 698 551 0 0 2,071 2,071 208 614 698 551 0 0 2,071 2,071
地域の実施率（実施済機関÷地
域の医療機関数）

90.0% 84.2%

71 470 ▲ 130 ▲ 191 108 328 71 491 ▲ 109 ▲ 191 66 0 328 328 71 475 ▲ 89 ▲ 217 66 0 306 306

意向調査合計（A)

必要病床数（B）

差（C）（A-B）

実施状況

令和７年７月１日時点の
機能別の病床数

将来（令和９年）を見据えた地域において自院が担うべき役割
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医療機関ごとの具体的対応⽅針の変更状況

変更された対応⽅針の主なもの
○荘内病院︓急性期▲50、休棟+50（新型コロナ専用病棟の転換による）
○鶴岡協⽴病院︓急性期▲28、回復期▲11（病床の削減による）
〇遊佐病院︓慢性期▲10（病床の削減による）



（検証・評価）
 2023（令和5）年度の目標とした 「医

療機関の対応⽅針の策定率100％」は
2023（令和5）年度中に達成された。

 病床数の総数は2025年の必要数との差
異が⼩さくなっているものの、機能別病
床数は依然として差異がある。

 従って、非稼働病棟や稼働率が低い病床
を中⼼に、将来の医療需要を⾒据え、引
き続き医療機能の分化・連携を進めてい
く必要がある。

 上記の検証結果を踏まえ、圏域の課題を
解決するための年度毎の目標について、
令和7年度は「令和8年度までに各医療機
関の対応⽅針の実施率を100％とする」
こととする。

※令和7年11⽉時点の実施率は90.0％
※現⾏の地域医療構想は令和８年度も継続
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庄内構想区域の地域医療構想の進捗状況の検証・評価
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2025見
込数
（意向
調査）
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見込み
/必要
数

2027見
込数
（意向
調査）

2027/2
025必
要数

合計 2,715 131.1% 2,455 90.4% ▲ 260 2,399 2,071 115.8% 2,377 114.8%
高度急性期 384 184.6% 279 72.7% ▲ 105 279 208 134.1% 279 134.1%
急性期 1,300 211.7% 1,169 89.9% ▲ 131 1,105 614 180.0% 1,089 177.4%
回復期 348 49.9% 579 166.4% 231 589 698 84.4% 609 87.2%
慢性期 592 107.4% 370 62.5% ▲ 222 360 551 65.3% 334 60.6%
休棟 91 ‐ 58 63.7% ▲ 33 66 0 ‐ 66 ‐

庄内構想区域

H27年 R6病床機能報告 2025年 2027年

総数 無床化対象数未実施実施済実施率

（件）（件）（件）（件）（件）（％）

20 0 20 2 18 90.0%

20 1 20 4 16 80.0%

具体的方針の実施状況
（医療機関単位）

現状とR7年度の病床機
能別病床数が一致

現状とR9年度の病床機
能別病床数が一致


